
       

   

 

秋たけなわの今日この頃，皆様方におかれましてはいかがお過ごしでしょうか．さて，今

回の JSME-dia は木更津工業高等専門学校にて 7 月に実施した一日体験入学と，機械工学科

の 3 つの研究室および研究テーマについて紹介させていただきます． 

 

 本校の機械工学科では，中学生を対象に一日体験入学することによって，本校ではどのよ

うな授業が行われているのか，また施設・設備はどのようなものがあるのかなど，本校を納

得いくまで理解してもらい，より本校に興味をもってもらえるよう努めています． 

 一日という短い時間のため，テーマをいくつかに分けて一つの分野を受講してもらう形式

をとり，「ロボットコントロール」「パワーアシストシステム体験！！」「光の不思議な世界を

のぞいてみよう！」「金属をぶっちぎる」「歯車の仕組み」「ＣＡＤ体験」といった，中学生に

興味をもってもらえるようなテーマを厳選しました． 

 当日の校内見学では，中学校と比べて規模の大きな本校に少し緊張気味な様子がうかがえ

ました．しかし実習が始まると，普段あまりよく見ることのできない機械に興味をもち，楽

しそうに取り組んでいる姿がみられました．特に「金属をぶっちぎる」では，金属が破断す

る際の大きな音に，衝撃を受けていたようでした．また「光の不思議な世界をのぞいてみよ

う！」では，ブラックライトでドリンク剤が蛍光発光することに驚いた様子でした． 

 また，今回の一日体験入学を通して中学生の柔軟な発想に驚かされることも多々ありまし

た．エンジニアにとって物事を柔軟にとらえ，様々な視点から見ることは非常に重要なこと

です．今回のような取り組みを通して，中学生に本校についてよく知ってもらい，興味をも

ってもらうだけでなく，本校の学生も中学生の柔軟な発想に勉強させられる良い機会であっ

たと考えております．最後に一日体験入学の開催にアシスタントとしてご協力いただきまし

た本校学生諸君にも感謝申し上げます． 
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木更津高専機械工学科では 9 研究室があり，皆熱心に研究活動に励んでおります．今回は

その中から 3 研究室の研究テーマについて紹介させていただきます．学科ホームページ

（http://www.kisarazu.ac.jp/gakka/mecha/public_html/lab.html）には，より詳しい情報が

掲載されておりますので，ぜひご覧ください． 

     

【 精密測定研究室 】 

精密測定研究室では，「新規的な計測法の開発」を，大きなテーマとして研究を進めていま

す．その中でも現在，力を入れているのは，「透明感の定量化」です． 

 最近の工業製品の外装は，コスト面の優位性から樹脂製が多くなっています．しかし，樹

脂は見た目の質感が低いことから，見た目が重要な工業製品では，表面にシボ加工や塗装を

施しています．これは，樹脂の透明感を低下させることで，見た目の質感を向上させている

のです．そこで透明感を定量化できれば，見た目の質感を表す指標の一つとしても使えると

考えています． 

 このような背景の下，当研究室では透明感を測定する装置を開発しています．これは将来

的には，塗装面の質感評価にも使いたいと考えています．例えば，一般に人工の塗料と比較

して，漆塗りは「しっとり感」や「深み感」が高いと言われていますが，このような感覚量

の測定にも応用できるのではないかと考えています．さらに「深み度」を数値で表すことが

できれば，黒色の基準を作製することも可能になると思います． 

 また工業分野だけでなく，魚肉の鮮度評価にも応用できると考えています．特に，魚肉の

中でも鮮度による透明度の変化が大きい，イカの鮮度評価に有効に使える可能性があります．

そこで北海道立工業技術センターと共同研究をした成果として，すでに特許を取得（日本国

特許第 5590541 号）しており，将来的な製品化を目指しています． 

 これらの他にも，肌の透明度の測定にも応用できるのではないかと考えており，これが実

現できれば，化粧品の評価にも使えると思っています． 

 

【 機械要素研究室 】 

 機械要素研究室では，各種プラスチック歯車，チェーンの耐久試験など機械要素に関する

研究を行っています．本稿では，「微小金属歯車の耐久試験システムの開発およびその耐久試

験」についてご紹介します． 

 近年では，医療や計測をはじめとした産業機器は小型化へ進む傾向があり，これに伴い，

動力伝達において重要な役割を果たす歯車も小型化する必要があります．この微小歯車は特

にインシュリンポンプなどの医療機器への活用が期待されます． 

微小金属歯車とは，一般に基準ピッチ円直径が数 mm あるいはそれ以下の金属歯車のこと

です．本研究では，モジュール 0.2mm から 0.05mm を対象に耐久試験システムを製作し，

その耐久試験を行っており，最終的にはモジュール 0.025mm の歯車の耐久試験を目指して

います． 
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微小歯車に関する研究は昨年度から新しく始まったもので，耐久試験装置の基本設計から

始まりました．研究活動に励むこと 9 ヶ月で試験装置を完成させ，現在はモジュール 0.2mm

の微小金属歯車を使った加速度試験を行うことで，耐久試験装置の評価や歯車の損傷形態な

どについて調査しています．微小歯車は，直径が小さいために潤滑油が飛散しにくいなど，

一般的な金属歯車とは異なる挙動を示すこともあり，微小歯車という未知の世界を楽しみな

がら研究を進めています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

微小歯車耐久試験システム（右上，モジュール 0.2mm，歯数 20 の微小金属歯車） 

 

【 流体研究室 】 

 流体研究室では，災害地域や自然環境の観測を目的とした小型飛行機の開発と，回流水槽

を用いた基礎工学授業の作成に向け，日々研究を進めています．研究室として特に力を入れ

ているのが「流体の可視化」で，様々な手法を用いて流れの状態を解き明かしています． 

 小型飛行機研究での対象は，羽ばたき翼およびデルタ翼です．低速風洞を用いた流体力測

定の結果をもとに，翼の性能に大きな影響を与える翼上面の流れの可視化を行っています． 

煙の粒子にレーザを瞬間的に 2 回照射して，得られた 2 枚の画像粒子像移動量から多点速度

ベクトルを得られる PIV 計測という可視化を行っていますが，木更津高専では 2 種類の煙を

混ぜたオリジナル PIV 計測用いることで高精度計測を実現しています． 

 近年では有限体積法を用いた数値計算も取り入れ，実験と同じモデルでの計算を行うこと

で多面的な考察を進めています． 

 

 

 

 

 

 

   

     羽ばたき翼上の流れの PIV 計測         デルタ翼数値計算 
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